
【ガイドライン以外の文書等】

現行版 ガイドライン構成

資料８

現行版第3章の取扱い

平成28年度

• 作業部会では議
論しない

• 中央事務局にて
規程等策定後、
環境省の承認を
得る（改訂版第
2章に基づく
フロー）

第3章 環境経営システム

要求事項の目的（B）

要求事項の解釈（C）

要求事項（A）

要求事項の事例（D）

推奨事項（E）

第○章 環境経営システム

審査・判定基準

審査時チェックリスト

その他規程等？

2017年版 ガイドライン（GL）等構成（案）
平成27年度

進捗

現状認識
と対応

① ガイドライン第3章及び解釈、「EA21審査及び判定の手引き」及び「現地審査及び判定にあたっての確認事項及び留意点
等」を連動して改訂する必要がある。

② 現行版ガイドライン第3章解釈の内容は、意図、要求内容、事例、推奨等に相当する内容が記載されているが、一文に
なっているためその区分がつきにくい。より解り易い記述方法を検討する。

③ ガイドライン解釈、審査における判定基準、留意点は別々の文書となっており体系的に理解しにくい。文書区分の適切性、
記述範囲を検討する。

④ 改訂での追加内容だけでなく、必要な記述、解り易さを高める事例、よりレベルアップするための推奨を解釈に追加する。

要求事項（AA）
案文作成骨子作成済

事例（DD）

作業部会での作業

参照アルファベット（「A～E」及び「AA～EE」）は、資料9の各要素に対応

*1 推奨事項がある場合には、GL内に推奨事項がある旨を記述する。

*2 大規模組織（従業員100名以上）用 要求事項はガイドライン内に残す

推奨事項（EE）

目的・解釈（BB、CC）

要求事項（AA）

目的・解釈（BB、CC）

解説

内容の
振り分け・
案文作成

GL内

GL外


